
第２期「ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）」概要

１ 社会情勢の変化

○ 子どもたちが夢や目標を持ち、自分の生き方を多様な可能性の中から主体的に選択し、

その実現に向けて努力する意欲・態度を育成するなど、キャリア形成への支援が必要

○ グローバル化の急速な進展に対応するため、チャレンジ精神や創造性、コミュニケー

ション能力等を培う教育が必要

○ 人口減少社会が到来し、地域社会のつながりや支え合いが希薄化する中、ふるさと兵

庫の発展を支える「ふるさと意識」の醸成が必要

○ 家庭の教育力の低下に対応するため、生活・学習習慣の確立に向けた家庭の役割を明

確化し、子育て施策と一体となった家庭教育への支援が必要

２ 本県教育の成果と課題 （第１期プランの検証）

１ 基本理念

兵庫が育む こころ豊かで自立した人づくり ～学び、育て、支えるひょうごの教育～

２ 「めざすべき人間像」と「培うべき力」

〔めざすべき人間像〕

○ 知・徳・体の調和がとれ、自立して生涯にわたって自らの夢や志の実現に努力する人

○ ふるさとを愛し、互いに支え合い協力しながら、明日の兵庫を切り拓き、日本の未来を担

う人

○ 我が国の伝統と文化を基盤として、創造性やチャレンジ精神をもって国際社会に貢献でき

る人

〔培うべき力〕

○ 心身ともに健康で、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道

徳心を培うこと

○ 幅広い知識と教養、柔軟な思考力に基づく判断力や創造力、コミュニケーション能力を培い、

勤労を重んずる態度を養い、生涯にわたって個性や資質能力を磨き、志をもって自らの未来を

切り拓く力を培うこと

○ 一人一人が社会を構成する一員としての責任を自覚し、公共の精神や人権尊重の精神に基づ

き、よりよい社会づくりに向けて主体的に行動する力を培うこと

○ 生命を尊び、自然を大切にし、思いやりや寛容の心をもって多様な人々と共生する態度を養

うなど、震災の教訓を踏まえ、地域の人々と手を携えながらふるさと兵庫の発展に貢献する力

を培うこと

○ 伝統と文化を尊重し、我が国やふるさと兵庫を愛する態度を養うとともに、異なる文化や価

値観を理解し、国際社会の平和や発展に貢献する力を培うこと
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第２部 兵庫の教育のめざす姿

計画の性格

計画の期間



３ 各主体の責任と役割

(1) 教育行政は、兵庫の子どもたちの現状と課題を把握し、「学び、育て、支えるひょうごの教
育」を実現するため、適切かつ実効性のある施策を遂行する。学校や教職員等に必要な指導・
助言を行い、教職員が教育活動に専念できるよう支援する。
なお、教育委員会制度については、今後、法改正等の動向を踏まえ適切に対応する。
(2) 学校は、子どもたちの人格の完成をめざし、知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育
む教育を行う。教員は、絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努める。
社会教育施設は、県民の学習の機会及び情報の提供など社会教育の振興に努める。

(3) 家庭（保護者）は、子どもたちの教育に第一義的責任を有し、基本的な生活習慣を身に付
けさせるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図る。
(4) 地域（地域住民）は、学校や家庭との連携・協力を進め、地域の将来の担い手である子ど
もたちの教育に積極的にかかわる。

４ 基本方針

１ 自立して未来に挑戦する態度の育成

○ 社会的自立に向けたキャリア形成の支援
○ 兵庫型「体験教育」の推進
○ グローバル化に対応した教育の推進

２ ｢生きる力｣を育む教育の推進

○ 「確かな学力」の育成
○ 「豊かな心」の育成
○ 「健やかな体」の育成
○ 幼児期の教育の充実
○ 特別支援教育の充実
○ 私学教育の振興
○ 高等教育の推進

３ 子どもたちの学びを支える仕組みの確立

○ 学校の組織力及び教職員の資質能力の向上
○ 安全・安心な学習環境の整備
○ 家庭の教育力の向上
○ 地域全体で子どもを育てる環境づくりの推進

４ すべての県民が学ぶ生涯学習社会の形成

○ 生涯を通じた学びの機会・場の充実
○ 文化財の保存・活用
○ 「スポーツ立県ひょうご」の実現

自らの生き方を考える中で学びの意義を認識し、生涯学び続ける姿勢を身に付ける
ことが重要。その上で学びの原動力や推進力となる夢や目標を持つこと、それを実現
しようとする意欲・態度、様々な困難に直面しても状況を主体的かつ的確に判断し行
動する力を身に付けることが不可欠。

子どもたちの個性や能力、可能性を最大限に伸ばすよう、確かな学力、豊かな心、
健やかな体の「生きる力」をバランスよく育成するとともに、幼児教育から高等教育
までの発達の段階に応じた学びを充実することが必要。

学校、家庭、地域は、それぞれが子どもたちの成長にかかわる当事者として、互い
に連携・協力して教育に取り組むことが必要。また、教育行政は、その効果的かつ円
滑な実施が図られるよう総合的な施策を推進することが必要。

県民一人一人がその生涯を通じて、生きがいを持って、社会教育・生涯学習の場で
様々な学びの機会を得ることや、社会の一員として必要な学びに取り組み、自らが生
きる地域の課題を協働して解決していくことが必要。


